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第１章 ナッジと自治体 

 

 

 

 

 

序章 ナッジを普及・啓発するねらい 

図 ナッジのチェックリスト：EAST 

E Easy 
簡単なものになっているか 

情報量は多すぎないか 
手間がかからないか 

A Attractive 
魅力的なものになっているか 

人の注目を集めるか 
面白いか 

S Social 
社会規範を利用しているか 
多数派の行動を強調しているか 
互恵性に訴えかけているか 

T Timely 
意思決定をするベストのタイミ
ングか 
フィードバックは速いか 

図 ナッジ設計のプロセスフロー：OECD の BASIC 

 

別紙 
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第２章 ナッジの活用実態  

図 ナッジの分類 
分野 事例数 

医療・健康 36 
環境 34 
都市 ９ 
行政 ８ 

働き方 ６ 
教育 ４ 
防災 ３ 

その他 ２ 

図 ナッジの認知・活用度 

 

 

 

2 6 63 29 

0 20 40 60 80 100

ほぼすべての職員が認知・理解している

過半数の職員は認知・理解している

一部の職員は認知・理解している

ほとんどの職員が認知・理解していない

45 0 2 6 47 

0 20 40 60 80 100

活
用
度

ナッジと認識した上で、取り組んだことがある

ナッジとは認識していなかったが、類似の取り組みをしたことがある

ナッジの検討をしたが、活用に至らなかった

ナッジ活用について現在検討中

ナッジを検討・活用したことがない

認
知
度 
 

% 

% 

図 研修会・セミナー概要 
タイプ セミナー名 講師 開催日時 形式 参加者数 

自治体向け 
座学 

自治体行政における 
ナッジの活用 

大阪大学 
特任教授 大竹文雄 

2024年3月6日 
10:00～11:30 

オンライン 
形式 

146名 

自治体向け 
ワークショップ 

自治体行政におけるナッジの作り方 
-実践的なワークショップを交えて- 

大阪大学 
特任教授 大竹文雄 

2024年7月29日 
13:30～15:00 

オンライン 
形式 

34名 

学生向け 
座学 

高校生ナッジセミナー 
in 広島皆実高等学校 

青森大学 
客員教授 竹林正樹 

2024年12月6日 
13:00～14:15 

リアル開催 80名 

図 参加者アンケート（ナッジにどのくらい関心があるか（左：受講前、右：受講後）） 

関心はなかった
15%

あまり関心はな

かった 29%

どちらでもない 8%

少し関心があった 39%

とても関心があった
9%

N=75

関心はない 1% あまり関心はない 1%

どちらでもない 4%

関心がある 36%
とても関心がある 57%

N=75
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 第３章 ナッジの社会実験 

図 SNS 広告（広島県） 
Behavior 

(行動) 

行動プロセスマップを作成し、移住を断念するボトルネックが移
住検討に必要な情報の不足であると定め、必要な情報を得られる
移住フェアのSNS広告にナッジ介入を行うことを決定 

Analysis 
(分析) 

過去のSNS広告結果を分析し、「情報過剰負荷」の負のバイアスと
「瀬戸内」という効果的なワードを特定 

Strategy 
(戦略) 

EASTに基づく、シンプルで人々の目に留まるアトラクティブな
SNS広告をデザイン 

Intervention 
(介入) 

９月の移住フェアの広告配信に使用し、結果のデータも収集 

Change 
(変化の観測) 

前回と比べクリック率が増加し、統計的にも効果があったことが
立証 

 

Behavior 
(行動) 

行動プロセスマップを作成し、無断駐車者の行動を観察したうえ
で、施設外でのナッジ介入が困難であることから、施設内での全
てのボトルネックに対してナッジ介入を行うことを決定 

Analysis 
(分析) 

行動プロセスの観察により、「確証バイアス」や「楽観性バイア
ス」の負のバイアスを特定 

Strategy 
(戦略) 

EAST に基づく、周囲の人々の目線を意識した看板を２パターン
作成 

Intervention 
(介入) 

２パターンの看板を２週間ごとの計４週間設置し、効果を検証 

Change 
(変化の観測) 

無断駐車台数を約 50％抑制することができ、統計的にも効果があ
ったことが立証 

 

 



ナッジと地域政策 概要 

中国地域白書 2025 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 ナッジを地域で活かすために 

Behavior 
(行動) 

行動プロセスマップを作成し、ボトルネックが住民が封筒の重要
性を感じておらず開封していないことであると定め、封筒を開封
させることを目的としたナッジの介入を決定 

Analysis 
(分析) 

行動プロセスより「現状維持バイアス」の負のバイアスを特定 

Strategy 
(戦略) 

EAST に基づいた、直感的に開封を促す封筒（既存封筒に貼るシ
ール）をデザイン 

Intervention 
(介入) 

 

Change 
(変化の観測) 

 

検討を進める中で特定保健指導の案内時期の変更や期間中に利
用率を取得することが困難であることが明らかとなったため、
Intervention(介入)以降の効果検証を行わなかった。 


